
Q 	現在の仕事について教えてください。

営業スタッフと共にお客様の元へ足を運んでニーズを伺い、それを
研究員と共有して新製品開発や既存品の改良につなげる、いわば

“橋渡し”の役割を担っています。現在は改ざん防止用ラベル素材
や抗菌・抗ウイルス性を付与したラミネートフィルムを担当していま
すが、お客様の反応がすぐに分かるのは研究所にいた頃との大きな
違いですね。

Q 	� 研究所での経験は今の仕事にどのように生かされていますか。

製品の開発・改良に当たっては、研究員とのスピーディーな連携が欠かせません。私は
当室に配属になる前の9年間は研究所にいましたので、幸い誰がどんな研究をしているの
かよく分かっており、案件に合わせてその分野に詳しい研究員にすぐに相談することが
できます。また、研究所の設備や試験方法などに関する知見がお客様への最適な提案
につながることもあり、当時の経験が非常に役立っていると思います。

Q  今後の抱負を聞かせてください。

研究所では担当製品に関する高い専門性が求められましたが、
今は知識の幅も求められます。今後は製品知識をさらに増やして
お客様のさまざまなご要望にお応えしていきたいと思います。また、
当室の役割の一つである海外材料の探索にも注力し、それらを
活用することで今まで以上にグローバル市場で展開できる新製品
の開発に挑戦したいと考えています。
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各現場の最前線で活躍中の社員
を紹介する当コーナー。今回は豊富
な技術の知識を持って、営業に近い
立場から新製品開発に携わる技術・
開発室のスタッフをご紹介します。

改ざん防止用ラベル素材

剝がそうとするとその痕跡が残
るようにつくられたラベル素材。
貼られていた対象物に「開封済」
などの文字が浮き出るタイプや、
表面基材が破れてしまうタイプ
などがあります。

新たな成長に向けて活躍する社員を紹介

技術・開発室 �
企画開発グループ
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2009年入社。研究所の粘着材料研究室や
素材設計研究室を経て、2018年に事業統
括本部の技術・開発室へ配属。主にシール・
ラベル用粘着製品の開発・拡販に従事。
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 ポイント !
 資産合計	 �現金及び預金が減少しましたが、棚卸資産、有形固定資産が増加したことなどにより、

総資産は103億87百万円増加しました。

 負債合計	 �未払法人税等が減少しましたが、支払手形及び買掛金が増加したことなどにより、
負債は30億41百万円増加しました。

 純資産合計	 �利益剰余金、為替換算調整勘定が増加したことなどにより、純資産は73億45百万円
増加しました。

 売上高	 �収益認識会計基準の適用により、オプティカル材事業部門が大幅に減少しました
が、アドバンストマテリアルズ事業部門が好調に推移したほか、そのほかの事業部門
でも需要が回復したことなどにより、売上高は63億54百万円増加しました。

 営業利益	 �電子・光学関連の増益に加え、印刷材・産業工材関連が黒字化したことなどにより、
営業利益は28億60百万円増加しました。

 親会社株主に帰属する	
四半期純利益

	‌� 営業利益の増加に加え、為替差益や米国子会社買収に伴う負ののれん発生益の計上
などにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は30億33百万円増加しました。
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四半期連結財務諸表

四半期連結貸借対照表（要約）

（単位：百万円） 当第1四半期 
連結会計期間

前連結
会計年度

流動資産 172,838 170,098

固定資産 117,811 110,164

❶ 資産合計 290,650 280,262

流動負債 66,232 63,506

固定負債 19,721 19,406

❷ 負債合計 85,954 82,912

❸ 純資産合計 204,696 197,350

負債純資産合計 290,650 280,262

四半期連結損益計算書及び 
四半期連結包括利益計算書（要約）

（単位：百万円） 当第1四半期 
連結累計期間

前第1四半期 
連結累計期間

❹ 売上高 62,377 56,023

売上総利益 17,055 13,911

販売費及び�
一般管理費 10,649 10,366

❺ 営業利益 6,405 3,545

経常利益 6,935 3,478

税金等調整前�
四半期純利益 7,208 3,478

❻ 親会社株主に帰属する
四半期純利益 5,455 2,421

四半期包括利益 10,122 555
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四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

（単位：百万円） 当第1四半期 
連結累計期間

前第1四半期 
連結累計期間

営業活動による
キャッシュ・フロー 7,905 6,335

投資活動による
キャッシュ・フロー △8,325 △2,404

財務活動による
キャッシュ・フロー △3,587 △4,466

現金及び現金同等物の
四半期末残高 55,257 50,945
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